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提案理由 

介護保険制度の改悪に強く反対する。 

これが、本案を提出する理由である。 



介護保険制度の改悪に反対する意見書 

 

安倍内閣が、介護保険制度の大改悪法案を急速に進めている。これまで介護

サービスの切り下げや負担増を強いてきた利用者に対し、さらなる負担をかぶ

せ、サービスからの締め出しや施設入所の抑制などを強める内容となっている。 

特徴の第一は、介護の「軽度者」への負担増である。「要支援１、２」の人

の利用料引き上げ、介護施設に入所する「要介護１、２」の人の利用料引き上

げ、要支援者へのサービスの一部を保険から外す、などとするものである。要

支援者の利用の大半を占めている生活援助（掃除・調理など）については、保

険外にしてしまうと見られている。 

第二は、高齢者のわずかな所得や住まいなどの資産を狙った負担増である。

一定以上の所得がある人の利用料の引き上げ、資産を勘案することによる施設

の居住費減免の抑制などを行い、所得については、年収３００万円台以上の人

の利用料を１割から２割にするとしている。 

第三は、低所得者にも利用料値上げを押しつけることである。特別養護老人

ホームなどの多床室の居住費の値上げ、ケアプラン（介護計画）作成の有料化

などである。 

政府はすでにこの間、施設の居住費を保険から外して全額自己負担を導入す

る、要支援者への保険でのサービスを市町村任せの事業に切りかえる、生活援

助の時間を大幅に短縮する等々、さまざまな改悪を進めてきた。 

この上さらなる改悪が強行されるならば、「個室はおろか多床室にも入れな

い」「ケアプラン作成という介護保険の入り口で利用抑制が起こる」「ヘルパー

さんの回数を減らさなければならず、人との会話や食事の回数も減る」といっ

た危惧が広がるのは当然である。 

よって、本議会は、介護保険制度の改悪に強く反対するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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